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が家事か、 (2)人聞を対象とする労働をどうするか、 (3)最 ができる」としている。そして、 「人Jや「データ」に
低限の家事とは、 (4)地域活動 .PTAなどはどうなるか、 かかわる仕事は内容的にも時間的にも少ないという。
などを縫起している。以上、家事の定義や範囲について 「専らものの処患に追われるのが現代の主婦の「家事」
は決定的な結論は得られなし、」と結論をだすことをひか の特徴である」とされている。しかし、それは、かなり
えている。そして、そのかわりこうした 「家事のとらえ 綾雑であり、 「自主的判断の必要江仕事が残っている」
がたさこそが家事」と結論し、家事の性格を5点にわたっ 点で「まだ総合的、全人的」であることが第二の特徴と














































































活に対する考え方 ・価値観の差によるものでもある。俗 ると、フルタイム就業の主婦の場合の主婦担当率:82.0 
によく言われる「妻が働くと家事がおろそかになる」と %、バートタイム就業の主婦:90.4%、専業主婦の場合、






S.Double Employment with Kids)の暮しの調査










































































































































































































































































































































































































7) 1989年12月実施。対象:東京近郊に住むDEWKS 1. イリイチ 『シャ ドウ ・ワーク』岩波書応1983
の家庭の妻、サンフ・ル数:615人(有効回答数)。サ I イリイチ『ジェンダー』岩波書庖1984
ンプル選定:(1)家族が夫婦と子供(海外では16歳以下) 石田英夫編「女性の時代J弘文堂1986
で構成されていること、 (2)主婦の年齢が東京は20~59 石川晃弘他編 「日本社会は平等か』 サイエンス社1991
であること、海外では20~54歳であること、 (3)主婦が 石橋主税 『男女雇用平等の新時代』法律文化社1989
25時間以上就労していること、 (4)夫もフルタイムで就 伊藤セツ他『生活時間と生活様式」光生館1989
労していること (5)戸建住宅の居住していること。 堂本暁子編 『ベビーホテルに関する総合調査報告』
9) 1988年1月実施。対象:県下の企業、団体等に勤務 晩費社1981














































ダラ ・コスタ r家事労働に賃金を フェミニズムの新た 《家司E労働関連文献》
な展望J1986イザラ書房
雇用職業総合研究所『女子労働の新時代』 アーリー ・ホックシールド 『セカンド・シフトJ
東京大学出版会1987 朝日新聞社1990
道田信一郎『男女雇用の平等』新潮社1984 江口英一 『生活分析から福祉へ』光生館1987
宮本安美他『男女雇用平等の展開』ぎょうせい1988 江原由美子 『フェミニズムと権力作用J1988 
中村政則編 『技術革新と女子労働」東大出版会1985 江原由美子 rフェミニズム論争J1990 
大羽綾子 『女性が働くとき」未来社1984 藤本武編著『日本の生活問題と社会福祉J
大羽綾子 『男女雇用機会均等法前史J未来社1988 ドメス出版1981
小野旭 ・佐野陽子編『働き生華社会はこう変わる』 橋本和孝 『生活様式の社会理論』東信堂1987
東洋経済新報社1987 伊藤セツ『家庭経済学』有斐閣1990
大森真紀 『現代日本の女子労働』日本評論社1990 笠原加代子 『日本生活史研究J第一書林1985
労働省婦人局 『婦人労働の実情J各年度版 経済企画庁国民生活局編 『消費構造変化の実態と今後の
生命保険文化センター r80年代女性の生活一一 展望J1984 
現在と将来J1983 直井通子 「家事の社会学』サイエンス社1989





N.ソコロフ「お金と愛情の間 マルクス主義フェミニ 富沢賢治 「労働と生活』世界書院1987
ズムの展開J1987 上野千鶴子編 『主婦論争を読む 1 J 1982 









This paper attempted to inquire the condition of the homemaking in families in present Japan， 
namely what kind of things are housework in Japan， who does such work， and how the housework 
is shared in familiy members， making use of several reserchs on households so far 
Findings derived from this paper as folows; 




(2) Husbands in Japanese familiy do not share lhe housework. On the contrary， they are to be 
taken care by wives and dapend on wives in terms of daily life 
(3) Children in Japan hardly share the housework 
Therefore wives who work for full time job are forced to be burdened with family responsibility， 
so called "second shift". Such burden makes women "second best" worker in labour market， 
which is symbolized by "M-shape" of women's labour foree patern. Unless family burden is 
continued to owe to women， long hours works by men and descreminating treatment of women 
worker will be never eliminated. 
( 13) 
